１．Windows用語の説明
（１）クリック
　　　マウスの左ボタンを一回押す動作を言います。
　　　本システムでのオペレーションは通常この動作で行います。
（２）ダブルクリック
　　　マウスの左ボタンをすばやく二回押す動作を言います。
　　　本システムでは通常は使用しませんが、ＷＩＮＤＯＷＳの画面から本システムを起動する際にアイコンに対して使用します。
（３）ドラッグ
　　　マウスの左ボタンを押しながらマウスを移動する動作を言います。
　　　スクロールバーを利用する時などに使用します。
（４）オプションボタン
　　　複数の項目から１つの項目を選択する場合に使用されるもので、項目の左側に○がついています。
　　　項目をクリックすると●がつき、その項目が選択された事になります。
（５）リストボックス
　　　複数の項目から１つの項目を選択する場合に使用されろもので、項目の一覧が表示されます。
　　　全ての項目が表示しきれない場合、リストボックスの右側にスクロールバーが表示されます。
　　　項目をクリックすると反転表示され、その項目が選択された事になります。
（６）スクロールバー
　　　水平方向と、垂直方向のスクロールバーが存在します。
　　　画面をスクロールさせて、長いリストや大量の情報をすばやく操作するために使用します。
（７）グリッド
　　　このシステムで使われている表のことです。
　　　グリッドでは、縦方向の並びを“行”、横方向の並びを“列”と呼び、行と列の交差する部分をセル”と呼びます。
（８）数値キー
　　　描画条件入力画面等のデータ入力時や、表のデータ変更時等に使用します。
（９）BackSpaceキー
　　　カーソルより左側の文字を一文字削除します。
（10）Deleteキー
　　　カーソルより右側の文字を一文字削除します。
（11）Enterキー
　　　改行キーのことです。このシステムでは基本的には使用しません。
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